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1 プロジェクト REGAIN 概要 

プロジェクト REGAIN とは、ビットコイン市場を安定化させることを目的した

プロジェクトです。ビットコイン市場が安定化すれば、ビットコインが信頼のあ

る通貨として正しい評価を受け、ビットコイン市場への参加者が増加します。そ

れによってビットコイン価格が緩やかに上昇し、取引や投資について合理的採

算計算ができるような予見可能性を経済主体に与えることができます。そのよ

うな健全な市場を作ることが本プロジェクトの目的です。  

私たちは、その実現には、マイニング市場を健全化することが必要であると考え

ています。現在、ビットコインのトランザクションを完結するために必要なマイ

ニング作業は、特定の一グループが事実上独占している状態になっています。さ

らに、そのグループが自身の利益のために相場操縦を行い、ビットコイン価格を

故意に乱高下させるような事案まで発生しています。そのような不健全な状態

を解決したいのです。  

では、私たちはどのようにしてマイニング市場の健全化を図るのでしょうか。既

に私たちはマイニングマシン市場ではシェア 2 位の位置につけております。ま

た、マイニングに必要な高性能マイニングマシンの開発も順調に進んでおりま

す。その高性能マイニングマシンと、新しいスキーム  −当社が提供するマイニ

ングマシンと実際に運用するマイニングプールとのレベニューシェア型でのマ

イニング−  を行うことによって、マイニング市場の 80％のシェアの獲得を目

指します。それによって、特定の一グループの暴走を許さず、健全なビットコイ

ン市場を醸成します。  

私たちは「ビットコインは全てのユーザーにとって自由かつ公平であるべきだ」

という理念の元、ユーザー主導の仮想通貨の未来を強く信じ、全てのユーザーに

公平な機会が与えられることを希求しております。それを実現するのが、このプ

ロジェクト REGAIN なのです。  

 

2 ビットコインの現状 

現在、法定通貨に変わる世界共通の通貨として話題のビットコイン。今後、ビッ

トコインが発展していく上で、最重要視されてくる問題が法定通貨に対するビ

ットコイン価格のボラティリティの高さ（価格変動の大きさ）にあります。  
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＜ビットコインボラティリティ＞  

 

引用元  https ://www.buybitcoinworldwide .com/volat i l i ty -index/  

 

ビットコインのボラティリティは 30 日平均 4.51％、 60 日平均 5.48％となって

おり、まだまだ 1 日 10％以上変動することが想定されます。  

 

 

参考 :  ＜ゴールドボラティリティ＞  

 

 

https://www.buybitcoinworldwide.com/volatility-index/
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参考 :  ＜USD/EUR ボラティリティ＞  

 

 

 

ゴールドのボラティリティは直近の 30 日平均で 0.60％、その他の主要通貨は平

均 0.5％〜 1.0％のボラティリティと比較してビットコインのボラティリティの

高さがわかります。（いずれも 2017 年 8 月確認）  

 

 

ボラティリティが高いことによる問題点は  

・投資する上でリスクが高く長期的に不安定  

・資産としての信頼が低く価格が大きく変動  

・導入した企業の財務状況を大きく左右するため導入の弊害になる  

ことが挙げられます。  

 

もしボラティリティが安定すれば  

・投資の上でリスクが低くなり長期的に安定  

・資産としての信頼が高くなり価格が安定  

・価格が安定することで企業がビジネスとして導入し易くなる  

が改善します。  

つまり、ビットコイン市場がより安定するためには、ボラティリティを低い状態

で安定させる必要があります。そのためには、ビットコインの認知度を高め参加

者を増やす必要があります。  
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しかし、現在ビットコインの利便性を大きく左右するマイニング市場を、一部の

グループが独占し影響力を持ち始めています。そのグループは自身の利益のた

めに、ビットコインの相場を故意に操縦して莫大な利益を上げており、こういっ

た急激な価格変動は大きな不安を生み出し参加者を遠ざける要因となります。  

 

私たちは「ビットコイン市場の安定」を目指します。ビットコイン市場を安定さ

せる最大の目的は、市場を独占した一部のグループの自分たちに有利になるよ

うに振る舞った暴走に起因する乱高下を抑止することによって、ビットコイン

が信頼のある通貨として正しい評価を受け、参加者が増加することでビットコ

イン価格が緩やかに上昇し、取引や投資について合理的採算計算ができるよう

な予見可能性を経済主体に与えることです。  

 

私たちは、ビットコインの発展のため、ビットコイン市場の安定の必要性を積極

的に主張していきます。  

 

3 プロジェクト REGAIN の使命 

本プロジェクトの使命は、マイニング市場を健全化することによって、ビットコ

インが信頼のある通貨として正しい評価を受け、参加者が増加することでその

後、ビットコイン価格が緩やかに上昇し、取引や投資について合理的採算計算が

できるような予見可能性を経済主体に与えたいと思っています。そのためには、

プロジェクト REGAIN で、私たちのマイニング市場のシェアを 80％にします。

もう市場を独占した一部のグループの好きにはさせません。  

 

早速、如何にして使命を達成するのかというプロジェクト REGAIN の話をさせ

ていただきたいのですが、まず次章以降では前提知識としてビットコインとマ

イニングについて説明をします。（※ 1）  

（※ 1）ビットコインとマイニングの基本的な説明です。理解している方は [7 マイニン

グの現状 ]からお読みください。  
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4 ビットコインとは 

 

ビットコインとは、デジタル通貨・仮想通貨と言

われており、ネット上で使える世界共通の通貨で

す。  

他の法定通貨と同じくドル（＄）、円（￥）のよ

うにビットコインの場合は (₿)  が用いられます。 

 

 

 

 

ビットコインは、アメリカの FRB の前バーナンキ議長がビットコインを容認す

る（※ 2）と発言や、日本でもビットコインに対して通貨としての法整備がされた

り（※ 3）と、急速に各政府でも認められ始めています。  

 

（※ 2） https://qz .com/148399/ben -bernanke-bi tcoin-may-hold- long-term-promise/  

https ://www.wsj .com/art ic les/off ic i a ls -to-address-bi tcoin-at -us-senate -hearing-

1384786602?tes la=y  

（※ 3） http://www.gov -onl ine .go.jp/useful/ar t ic le/201705/1.html  

 

最近では、ビットコインを含む仮想通貨の時価総額が 10 兆円を超え、その中で

もビットコインの時価総額は半数以上を占めており約 8 兆円（ 2017 年 9 月上旬

時点）相当にもなっております。仮想通貨のボスであるビットコインは、法定通

貨で例えるならば世界の基軸通貨の US ドルだと言えるでしょう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://qz.com/148399/ben-bernanke-bitcoin-may-hold-long-term-promise/
https://www.wsj.com/articles/officials-to-address-bitcoin-at-us-senate-hearing-1384786602?tesla=y
https://www.wsj.com/articles/officials-to-address-bitcoin-at-us-senate-hearing-1384786602?tesla=y
http://www.gov-online.go.jp/useful/article/201705/1.html
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＜ビットコイン時価総額＞   

 

引用元  https ://b lockchain.info/en/charts/market -cap?timespan=30days  

 

とはいえ、ビットコインの時価総額 8 兆円を世界株式の時価総額と比較してみ

ると、世界株式の時価総額が約 8,360 兆円（ 1USD110 円換算）の約 1,050 分の

1 程度でしかありません。またビットコインは発行量が 2,100 万枚と決まってい

て非常に希少価値が高いため、第二のゴールド言われているので、ゴールドと比

較をしてみますと、ゴールドの時価総額約 900 兆円（ 1USD110 円換算）の約 110

分の 1 程度です。（ 2017 年 9 月上旬時点）  

この時価総額からもわかるように、まだまだビットコイン市場は発展途上であ

り、今後も幾度も起こる困難を乗り越え、解決して信頼を積み重ねていかなけれ

ばなりません。私たちは必ずその困難な問題を解決し、ビットコインはより良い

ものに進化していくと考えます。  

世界中の様々なアナリストたちがビットコインの時価総額が、今よりも「 10 倍」

「 100 倍」と予想をしています。これは当社の見解ですが、少なく見積もっても

現在の時価総額から 30 倍には確実になると考えています。  

 

 

5 ビットコインの特徴  

目には見えないビットコインが、通貨としての安心・信頼を得た最大の理由とし

て、このビットコインを形成しているブロックチェーンという技術があります。

ブロックチェーンの特徴は大きく分けて三つの特徴（分散管理、送金が早く安い、

データの改ざんが不可能）が挙げられます。  

https://blockchain.info/en/charts/market-cap?timespan=30days
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5.1 分散管理  

通常、預金の預かりや送金など銀行が管理を行いますが、ブロックチェーンは中

央集権がなくピア・ツー・ピア（ P2P）というネットワークシステム上で管理を

します。この P2P ネットワークシステムは、「Distr ibuted Ledger」という不可

逆的な分散台帳を使用します。銀行のように顧客台帳や ATM での入出金の記録

を中央サーバーで管理するのではなく、ビットコインは複数の PC で同じ情報を

分散して管理します。  

 

 

 

5.2 送金が安く早い  

銀行のような管理する組織が存在せず、ユーザー同士で直接取引を行えるので、

組織に支払う手数料などコストを抑えることができ、 24 時間 365 日いつでも送

金が可能なためスピードも早いです。世界中に送金できるため、とりわけ手続き

が面倒で送金手数料が高い海外送金にメリットがあります。  
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5.3 データの改ざんが不可能  

ブロックチェーン技術は、中央サーバーで管理するより、遥かにセキュリティが

高い仕組みです。それは、中央サーバーで管理をする場合、ハッキングなどの被

害で情報を書き換えられてしまうリスクがあります。しかし、ブロックチェーン

技術は、分散型台帳で複数の PC で分散して同じ情報を管理しており、一つを書

き換えたとしても他の情報と整合性が取れず、すぐに不正が発覚してしまいま

す。そのため、ブロックチェーン技術は絶対にデータを改ざんされることがない

のです。  

 

これがビットコインを形成するブロックチェーンの三つの特徴です。  

 

6 マイニングとは 

マイニングには採鉱・採掘と言った意味があり、ここでいうマイニング = 採掘

の対象は仮想通貨です。このマイニングとは、もちろん仮想通貨を物理的に掘る

わけではなく、仮想通貨の承認作業を（自動で）代行することにより、その報酬

として仮想通貨がもらえるという仕組みです。  

具体的にインストールされるソフトウェアは、CPU を集中的に使用した高速な

オペレーションを実行するマイニングソフトウェアであり、特定の条件を満た

した形で既存のブロックに新しい取引を結合して新しいブロックをより早く作

り出します。  

 

6.1 ブロックの生成 

ブロックチェーンは、複数のトランザクション（取引情報）をブロックという形

でまとめ、ブロックチェーンの末尾に新しいブロックを追加します。ビットコイ
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ンではこの作業がおおよそ 10 分に一回行われ、この作業はマイナー（採掘者）

と呼ばれるネットワーク上の参加者が誰でも自由に行えるようになっています。 

 

6.2 マイナーの報酬 

ブロックを生成したマイナーは「マイニング報酬」をもらうことができます。  

報酬は新規発行されるビットコイン（ 2017 年現在 12.5BTC）と Transaction Fee

（利用者が送信する際に設定した送金手数料）になります。報酬を受け取れるマ

イナーは、最も早く複雑な暗号の計算を解いたマイナーのみとなります。そのた

め、マイナーたちは競ってその複雑な暗号の計算を解き報酬を得ているのです。

また、二重払いなどの不整合性は、ブロックをブロックチェーンに記録する際に、

他のマイナーによってチェックされます。  

 

こういった特徴からビットコインは通貨としての安心・信頼を得ています。 
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7 マイニングの現状 

7.1 マイナーの現状 

ビットコインのマイニング報酬 12.5BTC を現在のレート 1BTC=約 15,400US ド

ルに換算すると約 192,500US ドルの報酬になります。（※2017/12/13 更新）  

このマイニング報酬がビットコインでは 10 分に一回発生しています。マイニン

グ報酬を目当てに個人のマイナーがこぞってマイニングを行ってきましたが、

現在では、マイニングプールと呼ばれるマイニングを行う企業（またはグループ）

が、マイニングの複雑な暗号の計算を解くために資金力で何万台ものマイニン

グマシン（マイニングをする際の複雑な暗号を計算するマシン）を増設してマイ

ニングに参加してきており、実質個人のマイナーではマイニングができなくな

ってきているのが現状です。  

 

＜マイナーの難易度＞   

 

引用元  https ://b lockchain.info/en/charts/di f f iculty  

 

上の図はマイニングの難易度を相対的な尺度で表したチャートです。年々高く

なってきており、個人での参入が困難になってきているのがわかります。  

 

 

https://blockchain.info/en/charts/difficulty
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7.2 マイニングマシンの需要 

マイニングプールは多くのマイニングマシンを設置しマイニングを行っていま

す。単純にマイニングマシンの性能が同じであれば、台数の多い方が確保できる

マイニング報酬が増えるため、他社が 1,000 台ならうちは 1,001 台というよう

にマイニングマシンを増設し続けている状態です。  

今のマイニングの市場は、マイニング報酬を求めて多くの参加者がしのぎを削

っている状態で、その競争に勝ち続けるためにマイニングプールは高性能なマ

イニングマシンを増設し続けなければマイニング報酬を確保できない状態にな

っています。  

そのため、マイニングマシンの需要は非常に高まっています。  

 

 

＜マイニングプール：Antpool＞  

 

 

＜マイニングプール：Bixin＞  
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7.3 マイニングマシン業界のシェア 

現状のマイニングマシン業界のシェアは以下のグラフになります。  

 

 

 

 

ご覧いただくとわかりますが、A 社が現在 70％近くを占めています。では、そ

のマイニングマシンが現在のマイニングプールにどのように影響しているかを

ご覧ください。  

 

以下グラフは、各マイニングプールのマイニング報酬獲得ランキングです。  
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引用元  https ://b lockchain.info/en/ pools  

このグラフを各マイニングプールが、どこのマイニングマシンを導入している

かの割合を示したグラフが以下になります。（ 2017 年 9 月上旬時点）  

 

https://blockchain.info/en/
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マイニングプールは、マイニングを行うために土地を確保したり、電気代を下げ

るために根回しをしたりとマイニングプールを運営することには長けています

が、高性能なマイニングマシンを開発することには不得手でした。そのため当初

は自社でマシンを開発するマイニングプールが多かったのですが、今ではラン

キング上位のマイニングプールは A 社のマイニングマシンを導入しているので

す。  

 

この独占状態は非常に危険な状態であり、さらに問題なのはマイニングマシン

を販売している A 社がマイニングプールの一位の会社も運営しているというこ

とです。実質上位のマイニングプールは、A 社からマイニングマシンを購入しな

いと運営ができない状況なわけですから、すべて A 社の一声で上位のマイニン

グプールを動かせる状態にあります。現在、ビットコイン市場はこの A 社のコ

ントロール下に置かれており、これは完全に市場が独占されてしまっている状

態なのです。  

 

7.4 ビットコインの信頼性低下 

市場が独占されている状態では、はじめにお話ししたような独占企業の相場操

縦や、今後ビジネスとして導入しようとする企業への弊害になることが考えら

れます。  

 

一社で市場を独占していては市場の発展は見込めず、市場が均衡していて互い

の企業が切磋琢磨してより良いものが生まれるという環境を作り出すため、世

の中には独占禁止法というものがあり、こういった独占企業を制御していくの

です。  

 

しかし、ビットコインはまだ発展途上であり、

法整備等の対応が遅れていると言わざるを得

ません。このまま対応が遅れたまま市場が独

占されてしまえば、ビットコインはユーザーの信頼を失い消滅してしまうこと

も考えられます。  

 

もし、インターネットが社会に誕生した時、アメリカが市場を独占したり、規制

をかけたりしていたらこんなにインターネットが社会に普及することはなかっ

たでしょう。みなさんはインターネットが誕生したときに、ここまでインターネ



 

17 

ットが社会になくてはならない存在になることが想像できたでしょうか。ビッ

トコインもまだまだ誕生したてで、これから発展し社会に普及していくものと

信じています。だからこそ、ここで市場を独占されて自身の利益のためだけに利

用されビットコインの信用を失うわけにはいかないのです！  

 

7.5 市場独占による実問題 

ここで市場独占による問題を一つ紹介しましょう。 2017 年 8 月 1 日に、市場を

独占している A 社によって実際に大混乱をもたらされた事案が発生しておりま

す。どのような問題かと言いますと、すでに市場を独占している A 社は、自身

の利益のために大きな影響力を持って UASF(User-Activated Soft  Fork)に反対

し市場に混乱を巻き起こしました。（※ 4）  

 

 

＜ビットコイン 8 月 1 日問題＞  

ビットコインには取引を記録するブロックチェーンと呼ばれる仕組みがあり、

その容量は従来 1MB と決められており、約 3,000 の取引記録を収められます。

当初はこれで充分だったものの、ここ最近はビットコイン決済の拡大などで利

用者数が急激に増え、 1MB では足りない状況 (スケーラビリティ不足 )が度々発

生するようになりました。これがビットコイン決済の待ち時間を長引かせるこ

ととなり、利用者の不満に繋がり、そこで 8 月 1 日にこれを改善する運びとな

ったのが、ビットコイン 8 月 1 日問題の背景となります。  

 

対応策としては単純にブロックチェーン容量を変えてしまえば、従来のビット

コインをそのままでは運用できなくなるため、 Segwit(Segrageted witness)と称

する仕組みの導入を行うことになりました。 Segwit では取引における署名部分

をブロックから分離して管理するよう変更、その分を取引記録に割り当ててブ

ロックチェーンの容量を見かけ上、増やします。  

要するに互換性を維持しつつこれまで以上の取引記録を保管できるようになる

ため、従来の快適な取引を取り戻せるということです。これを UASF(User-

Act ivated Soft  Fork)（※ 5）といいます。  

 

しかし、ユーザー主導の UASF(User-Activated Soft  Fork)に対して、この流れに

反対する A 社が支持していたのが、ブロックサイズ上限 1MB を撤廃して、可変

的にブロックサイズを決定していくという Bitcoin Unlimited へ分裂する UAHF
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（User-Activated Hard Fork）（※ 6）案でした。ブロックサイズが異なればこれ

までのビットコインとの互換性がなくなるものの、ビットコインを源流として

生成される仮想通貨であるため、その取扱いについても議論が巻き起こってい

ました。  

 

ユーザー主導の UASF(User-Activated Soft  Fork)がアクティベートされると A

社が使用するマイニングマシンの ASIC BOOST の優位性が保てなくなり既得権

益を手放すことになるため、A 社は UAHF（User-Activated Hard Fork）案を発

表したとされています。  

さらにはその発言をすることにより、ビットコインの価格が暴落することは確

実であり、暴落前に高値で売り抜け、暴落後に安値で買い戻し、莫大な利益を得

たとされています。  

こういった行為は、著しくビットコインの信頼を失い発展の妨げになるのです。 

 

しかし、勘違いをしていただきたくないのは、ビットコインのスケーラビリティ

の問題に関しては、ビットコインが今後、進歩していくために起こった問題であ

り、A 社が起こしたものではありません。実際には、ビットコインは「ビットコ

イン（BTC）」と「ビットコインキャッシュ（ BCH）」に分裂しました。（ 2017

年 9 月上旬時点）こうした幾度も起こる困難を乗り越え、解決していくことの

積み重ねがビットコインをより良いものにしていくと考えます。  

 

このように、ビットコインはオープンソースソフトウェアのため、世界中の素晴

らしい技術者によってビットコイン自体がアップデートされ機能を拡張してい

くことで、より現実の世界に適した姿へと進化していきます。  

 

インターネットがこれだけ発展・進化してきた中で、今までの法定通貨では考え

られない次世代型の通貨と言えるのではないでしょうか。  

（※ 4）http://www.investopedia .com/news/war -between -segwit -vs -bip148-vs-bi tcoin-

unl imited-explained/  

（※ 5） https://en.wikipedia.org/wiki/UASF  

   ht tps ://bi tcoinmagazine .com/art ic les/bip91 -segwit -ac t iva t ion -k ludge -should-

keep-bi tcoin -whole/  

（ ※ 6 ） https://bi tcoinmagazine .com/art ic les/bi tmain -responds-uas f -another -hard-

fork-announcement/  

 

http://www.investopedia.com/news/war-between-segwit-vs-bip148-vs-bitcoin-unlimited-explained/
http://www.investopedia.com/news/war-between-segwit-vs-bip148-vs-bitcoin-unlimited-explained/
https://en.wikipedia.org/wiki/UASF
https://bitcoinmagazine.com/articles/bip91-segwit-activation-kludge-should-keep-bitcoin-whole/
https://bitcoinmagazine.com/articles/bip91-segwit-activation-kludge-should-keep-bitcoin-whole/
https://bitcoinmagazine.com/articles/bitmain-responds-uasf-another-hard-fork-announcement/
https://bitcoinmagazine.com/articles/bitmain-responds-uasf-another-hard-fork-announcement/
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8 REGAIN の特徴/技術 

当社は ASIC 技術の専門チームで、世界最高水準のマイニングマシン「 ASIC-

HARDMiner3.2」を開発しました。当社のスタッフは皆、ビットコインの初期の

頃から関わってきており、ビットコインのマイニングが個人の CPU で出来た時

代から、GPU、 FPGA そして ASIC を用いてのマイニングと変化していく中で、

第一線で活動して参りました。また当社 CEO の Dan Aff leck（ダン・アフレッ

ク）は ASIC 技術のパイオニアであり、マイニングマシン業界において多くの実

績を残してきました。  

Dan を筆頭として私たちスタッフは一人一人が心の底からビットコインを愛し

ており、様々な分野においてビットコイン（ブロックチェーン）の可能性を信じ、

ビットコインの未来を確信しています。その未来を、当社のマイニングマシンを

用いて実現していきたいのです。  

  

8.1 マイニングマシンの特徴 

当社のマイニングマシンは、消費電力の削減、ファンの強化により冷却性能を高

めることに成功しており、すでに多くのマイニングプールに提供しています。当

社 CEO の Dan Aff leck（ダン・アフレック）は、IBM を退職後、Bitmain のオー

プンスタッフとしてビットコインの複雑な暗号を解くための ASIC 技術の分野

で研究を行い、ASIC ハードウェアの開発を手掛けました。その傍ら Bitmain の

子会社でもある Antpool にも在籍し、ASIC ハードウェアのメンテナンスやアッ

プグレード、さらにはコンピュータの冷却システムを発案、ランニングコストの

削減に大きく貢献しました。なお Antpool は現在でもマイニング市場でハッシ

ュレート率 1 位を維持しています。  

その後、BitmainCEO のウ・ジハン氏との思想の違いから 2015 年 6 月 Bitmain

を退社、2015 年 7 月 REGAIN 社を創設、ASIC 技術の専門チームを構成し「ASIC-

HARDMiner3.2」を開発しました。  

さらに、 2018 年 9 月には、ハッシュレートを大幅にアップさせた「 ASIC-

HARDMiner4.1」が完成予定です。このマイニングマシンの最大の特徴はハッシ

ュレート 16.6TH/s と現在のハッシュレートとしては世界最高水準のマイニン

グマシンであることです。  

※2017/12/13 現在「ASIC HARDMiner4.1」16.6TH/s はテスト稼働を終了し開発完了と

なっています。2018/9 には、「ASIC HARDMiner5.1」約 18〜20TH/s が完成予定です。 

（※2017/12/13 更新） 
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8.2 HARDMiner の特徴  

以下の表は当社のマイニングマシン HARDMiner と他社のものを比較した表に

なります。  

ハッシュレートとは作業効率を表す数値で大きければ大きいほど、マイニング

能力が高いマシンとなります。消費電力は電気代金に直結しますので、もちろん

小さいに越したことはありません。冷却性に関しては、冷却性が高いほどマシン

の性能を高く保て、また故障率も下がります。  

それらの観点で、他社製品と比較しますと、HARDMiner は全ての点で優れてい

ます。常に高性能なマイニングマシンが開発されていく業界でも、当社は他社と

の競争に勝ち続けるだけの優秀な人材と開発における技術力に自信があります。 

 

 

 

次は、マイニングにおいて最も重要なハッシュレートの説明をします。  

 

8.3 ハッシュレートとは  

ハッシュレートとは採掘速度とも言われマイニングをする際の計算スピードの

ことで、「H/s」という単位はハッシュと読み 1 秒当たり何回計算ができるかを

表したものです。K（ kilo キロ）、M（mega メガ）、G（ giga ギガ）、T（ tera 

テラ）などの SI 接頭辞と合わせて使われ、THs（テラハッシュ）のように省略

されることもあります。 16.6TH/s（テラハッシュ）ということは 1 秒間に 16.6

兆回計算がされたということになります。  
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引用元  https ://en .m.wikipedia .org/wiki/Tera -  

 

マイニング報酬を受け取れるマイナーは、最も早く複雑な暗号の計算を解いた

マイナーのみとなるため、計算するスピードが上がるということは、マイニング

報酬を獲得する確率が上がるということです。  

 

実際に獲得できるマイニング報酬を検証してみますと、他社の約  14TH/s のマ

イ  ニ  ン  グ  マ  シ  ン  で  1 台  当  た  り  月  間  約  0.06BTC に  対  し  当  

社  の  「ASIC HARDMiner4.1」は  16.6TH/s となり  、1 台  当  た  り  月  間  

約  0.085BTC と  な  り  ま  す  。 さ  ら  に  「  ASIC HARDMiner5.1」では約  

18〜 20TH/s の処理能力を予定しており、  他社マイニングマシンの約  2  倍の

報酬の獲得が見込まれます。  

※上記の数値は、各マイニングの環境下においてすべての要因が一定であることを前提

とします。  

※12/13 現在の状況（ハッシュレート、マイニング難易度 etc）に準じていますので、競合

他社のなどの外部的要因により変動する恐れがあります。（※2017/12/13 更新） 

さらに先には  30TH/s までは、電力コストなどのマイニングマシンの稼働効率

を考慮しても当社では技術的に開発は可能だと判断しており、随時リリースし

ていきます。  

 

このように当社のマイニングマシンは「報酬確保率アップ」「電力コストを削減」

の二つの問題を同時に解決した世界最先端のマイニングマシンであると自負し

ております。  

https://en.m.wikipedia.org/wiki/Tera-
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8.4 市場健全化への第 3 の対応策  

マイニング業界のシェアを確保するため、高性能なマイニングマシンの開発に

取り組み「報酬確保率アップ」と「電力コストの削減」を実現した当社ですが、

それだけでは市場の健全化を図ることはできません。なぜなら高性能なマイニ

ングマシンを販売すれば、資本力のある大手のマイニングプールが買い占めて

しまい、資本も少なく小規模なマイニングプールは利益が上がらず、最終的には

閉鎖に追い込まれてしまうためです。それでは結局、元の木阿弥です。  

そこで当社は、すべての方に公平に導入していただくためにマイニングマシン

を販売するのではなく、マイニングマシンで得たマイニング報酬をマイニング

プールと 50： 50 の関係で提供することを提案し実現しました。  

 

本来であるならばマイニングプールは機材投資として  

 

 

を支払う必要がありますが、私たちの提案する方法を用いれば、マイニングプー

ルが負担する機材投資費をゼロにすることができ、小規模なマイニングプール

にもマイニングマシンを提供することができるようになりました。  
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現在、寡占化しているマイニング市場も、各マイニングプールが自由に他社と競

争できる自由競争市場になり、市場にとってより良いものが生まれる環境が出

来上がると考えます。  

それは、今後も永続的にお互いの収益性及び技術の向上があるプランです。  

ライバル業者は多く存在し、 Bitmain 社や NASA の研究チームも高性能なマイ

ニングマシンを開発中ですが、当社の技術力はそれを超えるものと自負してい

ます。  

 

「報酬確保率アップ」「電力コストの削減」「機材投資費ゼロ」  

 

これにより、マイニングマシン業界のシェアの約 80％を確保し、ビットコイン

市場を健全化することができるのです。  

 

 

 

9 すでにマイニングに参加されている方へ 

9.1 すぐに時代遅れになるマイニングマシン  

すでにご自身でマイニングをしている方、他でクラウドマイニングをしている

方は、最新のマイニングマシンもすぐに時代遅れになっていくことをご存知で

しょうか？  

マイニング市場は常に最先端の技術が必要とされ、まさに果てしない軍拡競争

と言え、どのマイニングプールも自身の競争力を保つためマイニングマシンを

定期的にバージョンアップしていかなければなりません。最新のマイニングマ

シンが出れば当然、そちらに切り替えざるを得なくなります。  

有名なムーアの法則では、ハードウェアの処理能力は、「おおよそ 1 年半から 2

年で 2 倍にまで技術が進歩する」と言われておりますが、ビットコインのマイ

ニングマシンでは、競争の激化でニーズが高まり、最盛期では半年ごとに処理能

力が 2 倍のハードウェアが誕生する程です。つまり、半年後にはすでに時代遅

れの古いマシンとなり利益効率は下がってしまうのです。  
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9.2 REGAIN なら、できる  

自身でハードウェアを持つことやクラウドマイニングでマイニングの権利に投

資することは、一時期の利益を得ることはできたとしても、すぐに利益効率が低

下していき、永続的に安定した利益を得ることは困難です。  

 

先述の通り当社のマイニングマシンは、他社より優れたハードウェアを持って

おりますが、利点はそれだけではありません。当社では、マイニングプールに設

置したマイニングマシンの稼働効率を、インターネット回線を利用してリアル

タイムで共有し、異常発生時のダウンタイム（マイニングマシンの停止期間）の

短縮をはかり、安定した稼働効率を保ちます。さらには、管理用アプリケーショ

ンの機能追加や操作性の向上などをすべて遠隔操作で行い、常に最新のマイニ

ングマシンにバージョンアップを行います。当社では世界最先端技術で、常に最

新のマイニングマシンにバージョンアップしていきます。これにより永続的な

報酬の確保が可能となりました。  

 

＜遠隔操作の図＞  
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＜マイニング比較表＞  

 

ここまで述べたきました通り、以下の 3 つを実践することによって、当社のマ

イニングマシンは必ずマイニングマシン業界のシェア 80％を確保し、独占され

ないユーザー主導のビットコイン市場を取り戻し、ビットコイン市場の安定を

実現させます。  

 

 

永続的な報酬確保率アップ  

・世界最先端技術のバージョンアップを遠隔操作で管理し安定した高いハッシ

ュレートを維持することで実現  

 

電力コストの削減  

・消費電力の削減とファンの強化による冷却性のアップで実現  
 

機材投資費ゼロ  

・マイニングプールと利益を 50： 50（フィフティ・フィフティ）の関係にする

ことで実現  
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10 REGAIN の資金調達(ICO) 

REGAIN は「ユーザー主導のビットコイン市場を取り戻し、ビットコイン市場

の安定」の実現を目的としたプロジェクトです。プロジェクトの目的達成のため

に、REG トークンを発行し、クラウドファンディングモデルを活用して Init ia l  

Coin Offering（ ICO）によって資金を調達します。  

 

10.1 REGAIN ブロックチェーン  

私たちは、信頼できるテクノロジーを活用することで、ユーザーに安心して利用

できる環境を提供するのが努めであり、使命だと考えています。当初は、従来の

ICO 案件に多く利用される Counterparty や Ethereum の ERC20 など、当社に

とって利便性の高い（=独自トークンを発行し易い）ブロックチェーンの利用も

候補に挙がりましたが、投資案件であるユーザーの記録がグローバル化してし

まうことは、ハッキングのリスクを伴う恐れもあり、大切な情報を管理する上で、

私たちのモデルには合いませんでした。  

そこで、私たちは秘匿性を重視し、コンソーシアムブロックチェーンを構築した

Corda（※ 7）の金融取引を記録・処理するための分散台帳プラットフォームを
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基に独自のプライベートブロックチェーンを設計しました。Corda が使用する

UTXO は、多数の取引を同時に支障なく処理することやプライバシーを重視す

る と い っ た 目 的 の た め 使 用 さ れ る 方 式 で あ り 、 汎 用 的 な 機 能 を 重 視 し た

Ethereum では UTXO のような構造は使用されておらず、ユーザーの秘匿性を

重視する点や、ブロックがマイニングする時間に左右されず、任意の時間に正確

にトランザクションを実行することが可能な点など、私たちが大切にしてきた

「ユーザーに公平な機会を与える」という使命に共通する点が多く Corda を選

択しました。  

（※ 7）Corda の詳細： https://www.corda.net/ 

Corda はコンソーシアムブロックチェーン  =管理主体が複数からなるようなブロック

チェーンになりますが、今回構築する独自のブロックチェーンは Corda の分散台帳プ

ラットフォームの設計をベースとしつつ、一つの管理主体からなるプライベートブロッ

クチェーンとして実装をします。  

 

 

Corda が定義するスマートコントラクトでは、安全で一貫性があり、信頼できて

プライバシーも確保された方法で取引を記録・管理することが可能になります。

これはユーザーに安心して利用できる環境を提供するための、現在の最善の選

択ではありますが、今後新たなプラットフォームが定義され更にニーズに合っ

たアプリケーションも出てくることも考えられます。そのような場合、私たちは

柔軟にユーザーの利益を考えて選択します。  

 

ICO で調達した資金は、マイニングマシンの開発費、マーケティング費及び 2018

年 2 月以降、マイニングプールへの「ASIC-HARDMiner4.1」（※2017/12/13 更

新）の増設に使用されます。また出資者に対して REG トークンという独自トー

クンを発行します。 REG トークン所有者には、当社が受け取るマイニング利益

のうち 60％（※ 8）を分配して得ることができます。つまりより多くの REG ト

ークンを持っている方が、より多く分配を手に入れることができます。また、こ

の分配はスマートコントラクトによって確実に自動で実行されます。  

（※ 8）プロジェクト REGAIN で増設したマイニングマシンで得たマイニング利益をマ

イニングプールと 50:50 に分配し当社が受け取る 50％のうちの 60％（つまり全体の

30％相当）になります。  
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10.2 調達した資金の利用方法  

ICO によって調達した資金は以下の通り、全てを当社のマイニングマシンのシ

ェア拡大のための直接的投資に用います。  

 

 

10.3 REG トークンの特徴、権利  

私たちが用意する REG トークンは、以下の特徴、権利があります。  

・  当社が受け取る利益のうち 60％を分配して得られる権利があります  

・  配当の権利はスマートコントラクトにより確実に自動で実行されます  

・  プライベートブロックチェーンにより秘匿性が重視されています  

・  REG トークンは独自ウォレットで管理されます  

・  配当は独自ウォレットに BTC で支払われます  

・  1REG トークンあたりの配当は 0.034 BTC/月〜が想定されます  

・  配当日は月末日（ 12:00 PM UTC+4）締めの翌月 15 日（ 12:00 PM UTC+4）

払いです（※ 9）  

・  配当を得られる権利は、マイニング市場の著しい変化が起きない限り半永久

的に与えられます  

・ REG トークンの取引は ICO 終了後可能になります。  

※上記の数値は、マイニングの環境が現在の状況から、全ての条件が変わらないとい

う前提での試算となります。  
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※ 2017/12/13 現在の状況（ハッシュレート、マイニング難易度 etc）に準じています

ので、競合他社などの外部的要因により変動する恐れがあります  

尚、配当を確約するものではありませんのでリスクを充分ご理解の上購入ください。

（※ 2017/12/13 更新）  

（※ 9）配当が月末締めの翌月 15 日払いについて、クラウドマイニングなどで配当の

支払いが毎日支払われる業者もありますが、現在の変わりゆくマイニングの環境下に

おいて月平均での配当の予測は可能ですが、一日一日の確実な配当の予測は非常に困

難な状況です。そのため毎日配当を支払いしていく状況は経営上、非常にリスクと考

えます。  

私たちは、安定・安心な経営を行うため、配当の支払い方法に月末（ 12:00 PM UTC +4）

締めの翌月 15 日（ 12:00 PM UTC +4）払いを選択しています。  

                            

例） 2018 年 8 月分配当 :  締日 2017 年 8 月 31 日   支払日 2018 年 9 月 15 日  

 

10.4 ボーナス  

私たちのプロジェクト REGAIN に賛同し、 5 万 US ドル以上支援している貢献

者には、REG トークンの配当である、当社が受け取るマイニング利益 60％のと

ころ 65％分の権利を有します。  

 

10.5 私たちの想い  

今回私たちは、REGAIN のプロジェクトに賛同してくれる人を募集しています。

これは、ただの利益を求めるためだけのものではありません、心の底からビット

コインの発展を望み、信じ続けられる、共にビットコインの未来に向けて歩んで

いく人の参加を必要とします。  

そのため、私たちは REG トークンの流動性を望んでいません。もちろん取引所

に上場すれば流動性は発生しますが、実際の売買は市場が決めることです。私た

ちは、多くのユーザーにビットコインの現状を理解していただき、中長期的に賛

同していただける方との関係を築いていければ、とても喜ばしいと考えており

ます。是非とも共に、私たちのビットコインを取り戻しましょう。  
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10.6 ICO（クラウドセール）詳細 

以下の通り ICO を実施します。  

 

（※ 10）＜会社が受け取るマイニング利益の配分＞  
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10.7 ICO（クラウドセール）に参加するには 

ICO に参加するには REGAIN ウェブサイトより REG トークンを購入するため

のビットコインアドレスを受け取ります。そのアドレスに BTC を送信すると、

REGAIN 独自ウォレットに REG が送信されます。  

※ ICO で発行する REG トークンは、 1REG＝マイニングマシン 1 台分ではあり

ません。  

マイニングマシンは、マイニング市場の状況に応じて当社、ユーザーの利益追求

のため随時 UPDATE されますので記載内容は予告なく変更される恐れがありま

す。（※ 2017/12/13 更新）  
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11 資金調達のスケジュール 

クラウドセールは 4 回に分けて実施します。クラウドセール第 1 段階、第 2 段

階、第 3 段階は「ASIC-HARDMiner4.1」の増設のため、第 4 段階では「ASIC-

HARDMiner5.1」の増設を行います。（※2017/12/13 更新）  
 

 

                                   

 

クラウドセール第 1 段階での REG トークン保有者には、クラウドセール第 4 段

階「ASIC-HARDMiner5.1」の発行トークンの第 1 優先購入権が与えられます。

（※2017/12/13 更新）  
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クラウドセール第 2 段階での REG トークン保有者には、クラウドセール第 4 段

階「ASIC-HARDMiner5.1」の発行トークンの第 2 優先購入権が与えられます。

（※2017/12/13 更新）  
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クラウドセール第 3 段階での REG トークン保有者には、クラウドセール第 4 段

階「ASIC-HARDMiner5.1」の発行トークンの第 3 優先購入権が与えられます。

（※2017/12/13 更新）  
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クラウドセール期間について  

マイニング市場は急激なスピードで入れ替わる業界のため、他のクラウドマ

イニングのように常時募集を行っていては、シェア拡大のための市場の入れ

替わりに対応できないと考えます。そのため、私たちは「スピード性」が重

要と考えクラウドセール期間を設定しています。  

12 ロードマップ 
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13 リスク開示 

ICO 市場の規制は技術的な問題であり、プロジェクトを行う企業やプロジェク

トの概要、目的などを理解し判断することが重要です。もしあなたが暗号通貨は

消滅すると考えるなら、あなたはこのプロジェクトをサポートするべきではあ

りません。  

急速に発展しているブロックチェーン経済と ICO の成長は従来の証券取引市場

の形成と発展の歴史を繰り返しています。これまでに ICO を実施したプロジェ

クトの中には、最終的に巨大な規模に成長する能力があるものも多く存在し、

ICO 市場は、創業者が本当に重要なプロジェクトを作りたいと考える企業にと

って、新たなプロジェクトへ参加するチャンスを誰にでも簡単に提供すること

を可能にします。  

多くの新たなプロジェクトが続々と登場する中、有望なプロジェクトを確実に

選択し見極めることが重要になります。  

 

14 補足 :用語集  

プロジェクト REGAIN では、ビットコインの知識だけではなくマイニング用の

ハードウェアに関する話もありました。それらは決して一般的な用語ではあり

ませんが、逐一詳細を説明するには説明が冗長になりますので、本章でまとめて

用語の説明を行います。  

 

Integrated Circuit(IC) 

Integrated Circuit（ IC）は、主としてシリコン単結晶などによる「半導体チッ

プ」の表面および内部に、不純物の拡散による半導体トランジスタとして動作す

る構造や、アルミ蒸着とエッチングによる配線などで、複雑な機能を果たす電子

回路の多数の素子が作り込まれている電子部品である。多くの場合、複数の端子

を持つ比較的小型のパッケージに封入され、内部で端子からチップに配線され

モールドされた状態で、部品・製品となっている。  
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ASIC 

ASIC は application-specif ic integrated circuit の略称であり、電子部品の種別

の１つで、特定の目的のため作成された集積回路 (IC)のことを指します。  

ビットコインのために最適化されるハードウェアは、CPU、GPU、FPGA と移行

し、現在 ASIC が利用されています。ビットコイン用の ASIC はビットコインの

マイニングで用いる SHA-256 関数に特化して、処理能力と効率を高めた作りと

なっています。  

 

 

プロセス・ルール  

プロセス・ルールとは、集積回路をウェハーに製造するプロセス条件をいい、最

小加工寸法を用いて表す。プロセス・ルールによって、回路設計での素子や配線

の寸法を規定するデザイン・ルールが決まる。  

通常、最小加工寸法はゲート配線の幅または間隔である。ゲート配線幅が狭くで

きれば、金属酸化物電界効果トランジスタ  (MOSFET) のゲート長が短くなる

から、ソースとドレインの間隔が短くなり、チャネル抵抗が小さくなる。したが

って、トランジスタの駆動電流が大きくなり、高速動作が期待できる。このため、

プロセス・ルールは、高速化を期待して、ゲート長のことを指す場合もある。特

に DRAM プロセスでは、ゲート長はゲート配線の最小寸法を使わない場合があ

るし、拡散層とメタル層を導通させるコンタクトの径が最小加工寸法の場合も

ある。つまり、プロセス・ルールは、製造上の技術的な高度さや困難さを示す指

標と言える。  

プロセス・ルールが半分になれば、ダイの外部配線部を除けば、同じ面積に 4 倍

のトランジスタや配線が配置できるため、同じトランジスタ数では 4 分の 1 の

面積になる。ダイ面積が 4 分の 1 に縮小できれば 1 枚のウェハーから取れるダ

イが 4 倍になるだけでなく、歩留まりが改善されるためさらに多くのダイが取

れる。トランジスタ素子が小さくなれば MOSFET のチャネル長が短くなり、

ON/OFF の閾値の電圧  (Vth) を下げられ、低電圧で高速のスイッチング動作が

可能となるため、リーク電流の問題を考えなければ、消費電力を下げながら性能

が向上する。  
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伝播遅延  τは次の式に表される関係に従う。  

 

 

 

 

プロセス・ルールは、フォトマスクからウェハーに回路を転写する半導体露光装

置の光学分解能や、エッチング工程の寸法変換差の改善などで更新されてきた。

プロセス・ルールの将来予測は、ムーアの法則を引用されることが多い。  

 

ムーアの法則  

ムーアの法則とは、シリコン集積回路の集積密度が 2 年でほぼ 2 倍になるとい

う経験則に基づく法則である。この法則はフェアチャイルドセミコンダクター

とインテルの創業者の一人であるゴードン・ムーアによって、まずは 1965 年に

提唱された。その時は、 1 年で約 2 倍になるのが、向こう 10 年は続くというも

のであった。 1975 年には、次の 10 年を見越す値として 2 年でほぼ 2 倍になる

と変更した。最も有名な「 18 ヶ月で 2 倍」に関しては、正確にはインテル社幹

部だった David House による「コンピュータの性能が 18 か月ごとに 2 倍にな

る」という予測から来て混同されたものである。  

 

ムーアの法則は数十年に渡り実効性をもっていたし、今でもセミコンダクター

業界では中長期的な事業計画では意識されている。またそれだけではなく、先進

的な工業製品において性能向上の目標値として使われることも多い。その意味

で産業を牽引する目標としての意味も強いものとなっている。  
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引用元 https://en.wikipedia.org/wiki/Moore%27s_law 

 

最も有名な公式である、集積回路上のトランジスタ数は「 18 か月（=1.5 年）ご

とに倍になる」を式で表現すると、 n 年後の倍率  p は、  

 

となる。したがって、2 年後には 2.52 倍、5 年後には 10.08 倍、7 年後には 25.4

倍、10 年後には 101.6 倍、15 年後には 1024.0 倍、20 年後には 10 321.3 倍とい

うことになる。  

 

https://en.wikipedia.org/wiki/Moore%27s_law



